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みんなの教育委員会
生涯学習課
TEL 72-6053
 FAX 73-1358
それいけ!それいけ!それいけ!

中央公民館パソコン教室中央公民館パソコン教室
いよいよ始まる新生活!  パソコンの使い方を学んでみませんか?

プログラム 期　日 時　間 場　所 対　象 持　ち　物

簡単エアロ

ナチュラル・ヨ～ガ

シェイプupエアロ

ハタ・ヨガ

クラシックバレエ

ピラティス

３月１５日（月)午後 ８時３０分～ ９時３０分

３月１６日（火）午前１０時３０分～ １１時３０分 

３月１７日（水)
午前１０時３０分～ １１時３０分

午後  ８時３０分～ ９時３０分 

３月１８日（木)
午後 ４時３０分～ ５時３０分

町民体育館

中央公民館

町民体育館

町民体育館

未来創造館

町民体育館午後  ８時３０分～ ９時３０分

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

年小さん以上

１８歳以上

水分、タオル

マット又はバスタオル

水分、タオル

マット又はバスタオル

動きやすい服装

マット又はバスタオル

＊参加希望者は下記まで電話にてお申込み下さい、お気軽にご参加下さい。

　総合型地域スポーツクラブ　クラブ富士山町民体育館内　電話７２－４７７２　　  受付時間　平日午前９時～１２時　午後１時～５時

☆先月広報に織込まれましたクラブ富士山入会案内の活動プログラムは各教室とも通年を予定しておりますが、講師や会場の都合により已むを得ず
　中止または変更が生じる可能性がありますので３ヵ月毎のプログラムを提示させていただいております。あらかじめご了承ください。
　その他のプログラムも計画しておりますので次回お知らせをご覧下さい。

2月23日の設立を記念し、町民の皆様に各プログラムを無料で体験していただきます。ぜひ、この機会をご利用下さい。

クラブ富士山無料体験会クラブ富士山無料体験会富士河口湖町スポーツ振興事業

新米パパから退職後のお父さんまで参加年齢はといません！
男性同士集まって自慢の一品をマスターしましょう！奥さま・お
子さん・お孫さんに、素敵なサプライズ手料理をふるまってみ
ませんか♪

英文法の基礎を学習しながら、話す・聞く・読む・書くの英語
４技能を磨きましょう！

【内　容】イタリア料理にまつわるこぼれ話を聞きながら、

　　　　 本格的で簡単な料理を作ります。

【日　時】３月１７日(水)午後４時～８時

【場　所】中央公民館　

【定　員】１６名(定員になり次第〆切)

【対　象】男性

【持ち物】エプロン、お手拭き用ハンドタオル、

　　　　 三角巾(手ぬぐい・バンダナ可)

【参加費】１,０００円(材料費)

【講　師】志賀明美先生

【申込み】３月４日(木)～　

＊お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】 ＊お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

初心者歓迎！
まずはお気軽にお電話ください♪

～お手軽イタリアン教室～男の厨房男の厨房 ☆Refresh your English☆☆Refresh your English☆
～リフレッシュ・ユア・イングリッシュ～

日  時：４月１３日から７月１３日までの毎週火曜日　

　　　全１３回（祝祭日はのぞく）午後７時～８時３０分

　　　（４/１３･２０･２７、５/１１･１８･２５、６/１８･１５･２２･２９、７/６･１３）

場　所：中央公民館

内　容：①日常会話を学びながら文法の復習

　　　 ②新聞記事やインターネット記事を活用した音読練習　　

　　　 ③コンピュータを使った英語学習

講　師：健康科学大学　井上美奈子先生

定　員：１４名　受講料：１３回で５,０００円（別途教科書代）

教科書：Enjoy Speaking(１,７８５円)

※初回に受講料と教科書代をお支払いいただきます。

パソコン入門(昼)

パソコン入門(夜)

ワード入門(昼)

ワード入門(夜)

エクセル入門(昼)

エクセル入門(夜)�

１

２

３

４

５

６

７

８

NO コース 日　　　　　程 内　　容

パソコンの基本的な操作を

学びましょう。

ワードを使って読みやすい文書を

作りましょう。　

エクセルを使って表計算をしましょう。

インターネット・電子メールを

楽しみましょう。

ちょっと難しいアクセスに挑戦。

★ 受講料は平日講座2,000円(3日間)、休日講座3,000円(2日間)です。　　★ 2名以上で講座を開催します。

★ 前日・当日のお申込みは受け付けません。お早めにお申込みください。　　【お申込みは生涯学習課（７２－６０５３）まで。お気軽にどうぞ。】

休日 データベース入門

４月  ７日(水)～ ９日(金)　 午後１時３０分～３時３０分 

４月  ７日(水)～ ９日(金)　 午後７時～９時 

４月１４日(水)～１６日(金)　 午後１時３０分～３時３０分 

４月１４日(水)～１６日(金)　 午後７時～９時 

４月２１日(水)～２３日(金)　 午後１時３０分～３時３０分 

４月２１日(水)～２３日(金)　 午後７時～９時 

４月２８日(水)～５月１日(金) 午後１時３０分～３時３０分 

本格的なエクセルを勉強しましょう。４月２８日(水)～５月１日(金) 午後７時～９時 

４月３日(土)・４日(日)　　　午後１時～４時 

インターネット入門【昼】

エクセルレベルアップ【夜】

男の生涯学習講座 富士河口湖町・健康科学大学地域連携講座

※２９日を除く

※２９日を除く
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申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種
教室のお申し込みは申し込み当日の１２時から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ども未来創造館窓
口でも受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
　　　　　　※教室申込みの際、友人の分の申込み等は出来ませんので、ご了承下さい。

こどみら新聞�

つみきパーク

ぽかぽか映画会 ＮＰ講座�

ＮＰ講座�

funfunくらぶ

funfunフェスタ

つどいの広場

つどいの広場 つどいの広場つどいの広場
トイタイム
　スペシャル

こどみらベビーつどいの広場 こどみらキッズ ボランティア
ジョイントライブ

つどいの広場

つどいの広場funfunフェスタ
準備� funfunフェスタ

準備�

つどいの広場

つどいの広場 こどみら
　マムベビー

つどいの広場

問い合わせ先　℡72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時

土・日曜日　午前9時～午後5時

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動してください。
※行き帰りの交通には充分注意し、お迎えの有無等
　家庭で確認してください。
※この時期は暗くなるのが早くなります。5時まで
　には帰宅しましょう。

　　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の電話を

使用することが出来ます。気軽に声をかけて下さい。

☆

☆

4/1

8 9 10 11 12 137

2 328 29 30 31

22 23 24 25 26 2721

15 16 17 18 19 2014

★★

★★つどいの広場では、○子育て相談・○栄養相談を行っています。日常のふとした疑問を
解消するのにお役立て下さい。

子 栄

子○

子○

栄○

ベビー＆キッズ集まれ！

★3/7～4/3のカレンダー★

休館日

マムベビー３/１１（木）

ベビー ３/１９（金）キッズ ３/１８（木）

時　間 午前１０時３０分～11時

定　員 なし申込み

持ち物 出席カード(参加初回に配ります)

0歳(歩き始まるまで)・妊婦さんを対象にしたこど
みらマムベビー１歳を対象にしたこどみらベビ
ー・２・３歳を対象にしたこどみらキッズでキッズ
体操やふれあい遊びを楽しんでみませんか？

今回のぽかぽか映画会は、みんな大好き♪『スティ
ッチ』を上映します！！可愛いエイリアンのスティッチ
が大活躍�是非お友達やお家の人と見に来てね�

こどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズモールマスコット作りモールマスコット作りモールマスコット作り

にちじ３/２８（日）　午前１０時～

なし

場　所

定　員 申込み 参加費 持ち物
なし定　員 申込み 参加費 持ち物子ども未来創造館 音楽スタジオ

ひにち３月３１日（水）　　　 各２０人

３月７日（日） 時　間：１０時～

子ども未来創造館 音楽スタジオ

３月１７日（水） １２時～

時　間

申込み

①２時～ ②３時～ 　　　　　　なし

富士河口湖高校同窓会の方から頂いた４０００
個のつみきで力作を作ろう☆何を作るかはみ
んな次第だよ! みんなの来館待っています♪

　　　モールで可愛いマスコットを作ろう♪
ストラップやキーホルダーが簡単に出来るよ
☆是非チャレンジしに来てね!!

つみきパークつみきパークつみきパーク
あつ
まれ
♪

あつ
まれ
♪

トイ･
タイム

�スペ
シャルトイ･
タイム

�スペ
シャル

カナダで生まれた、ＮＰ（ノーバディーズ・パー

フェクト）プログラムは、子育てや日々の生活

の中で『完璧な人などいない。だから人は支

えあって助け合って生きていくんだ』という事

を教えてくれます。お話を聞いた後にホッと

する、優しくなれる、そんな講座です。ＮＰ講

座を通して親力を高めてみませんか？！

いつもお世話になっている大好きなお母さんに

ホワイトデーのお菓子をプレゼントしよう☆彡

『ありがとう』の気持ちを込めて美味しく作った

ら、お母さんも喜んでくれる事間違いなし！！是

非参加して下さいね！！

たくさんの参加、待っています♪

３月２７日は、子ども未来創造館が素敵な『ショッ

ピングセンター』に変身！！みんなでお買い物ごっ

こをしましょう♪２１日・２６日は、申し込みをして

くれた小学生のみんながお店屋さんの準備をし

てくれます。２７日はお買い物ごっこ当日! この

日は幼稚園や保育園、小学生のお友達・お家の

人もみんなでお買い物が楽しめるよ！！みんなで

楽しい時間を過ごそう☆ お買い物しに来てね

にちじ

定　員

参加費

申込み

場　所

場　所

持ち物

参加費

第１回→３月 ９日（火）午前１０時～１２時

第２回→３月１６日（火）午前１０時～１２時

未就学児を持つ親１５名（託児も受付けます）

（２日間共に参加できる方優先)

２月２３日～　　　　筆記用具

２回で６００円（資料その他）

にちじ

にちじ

３月２７日（土）【お買い物ごっこ当日】

子ども未来創造館　　　　　　　なし

品物を入れるお買い物カバン

透明の３５０mlの空のペットボトル

１００円（kodoも使えます）

※商品は売り切れ御免！！※

体験
ワー
ク

体験
ワー
ク ＮＰ講座ＮＰ講座ＮＰ講座

持ち物
定　員

参加費 持ち物

子ども教室 funfunくらぶ子ども教室 funfunくらぶ子ども教室 funfunくらぶ

　fu
nfunパティスリー

　☆
funfunフェスタ☆

男の子限定ホワイトデースペシャル！！

定　員 申込み

ぽかぽか映画会ぽかぽか映画会ぽかぽか映画会
家族で
一緒に
☆

家族で
一緒に
☆

☆funfunフェスタ☆☆funfunフェスタ☆☆funfunフェスタ☆
21・26日の準備スタッフ募集
小学生のお友達で、お店屋さんごっこのスタッフ
さんをしたい人大募集！！準備の為に美味しいも
のや素敵な品物を作ったり、お店で商品を売っ
たりしませんか？参加者には嬉しい特典もある
よ☆みんなの参加、待っています♪

※２７日にお店屋さんをやりたい人は、必ず
　２１日・２６日の準備に参加して下さい。
※お店屋さんのスタッフさんも買い物が出来ます。

ひにち

たいしょう

３月２１日（日）・２６日（金）

出来れば２日間参加できる小学生

２１日・２６日の１時～４時のどこか

で来れればＯＫ！　

＜創造館の休館日＞
３月２２日(月)

定　員

申込み

場　所

持ち物

参加費

にちじ３／１３（土）　午後２時～

小学生の男子２４人

受付中（定員になり次第締め切ります）

子ども未来創造館　創作ルーム

エプロン・三角巾・マスク

お手ふきタオル

３００円
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★21日(日)は祝日のため、
　 31日(水)は館内整理日のため休館です。

　0555-73-1212　　　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１６日

１７日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

3月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）  ３月  ９日（火）

うさぎのおやこ　　　   ３月２３日（火）

パパのえほんタイム　　３月１３日（土）

エトワールの会　　　　３月２７日（土）

問い合わせ／生涯学習館

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪
◎帰り道が消えた/青山真治 ◎千年の恋人たち/稲葉真弓 ◎虚ろ舟/宇江

佐真理 ◎数えずの井戸/京極夏彦 ◎虚報/堂場瞬一 ◎橋/橋本治 ◎Nの

ために/湊かなえ ◎東京アクアリウム/小池真理子 ◎日野原重明の「ここ

ろ」と「からだ」の相談室/日野原重明 ◎高齢者の毎日できる指遊び･手遊

びで機能訓練/大石亜由美 ◎山の花/木原浩 ◎野山の昆虫/今森光彦 ◎

病院長が教える賢く病院と付き合う方法/毛利博 ◎平野恵理子の身辺雑

貨/平野恵理子 ◎下町お取り寄せグルメ ◎ツレと私の「たいへんだ！」育

児２/細川貂々 ◎あがらない話し方/松本幸夫 ◎そのまま使えるらくらく・

通知･案内･招待状/奈村莱　　　ほか

第41回読書会第41回読書会第41回読書会

日時：３月２８日(日) 午後２時～

場所：生涯学習館　学習室１

課題：「リセット」/北村薫

１冊の本から見える、いろんなキモチ

富士山頂の歴史展富士山頂の歴史展富士山頂の歴史展
富士山コレクター大宮仁さんの写真

コレクションからたどる富士山の歴

史。神秘の山・富士山の秘密をのぞ

いてみませんか？

4月1日～4月28日
展示期間

☆絵本で遊ぼう！料理教室＆アニマシオン☆☆絵本で遊ぼう！料理教室＆アニマシオン☆☆絵本で遊ぼう！料理教室＆アニマシオン☆

春休み特別企画

あつあつのミニピザを作って、絵本を使ったゲーム・アニマシオンで遊べる
とってもおいし～い教室です。

読み聞かせや紙芝居とは一味違う！
造形作家たたらなおきさんが作った
大迫力のオブジェと絵巻で神話の不
思議な世界へLet's Go!!オブジェの
展示もあるよ。

日　時：３月２６日(金)　午前１０時～

場　所：中央公民館

対　象：小学生

定　員：２０名（定員になり次第しめきり）

参加費：ひとり２００円

持ち物：エプロン、三角巾、マスク

申込み：３月１０日正午より電話(�７３-１２１２)

　　　 もしくは生涯学習館カウンターにて受付

読んだ感想を言葉に
出すことによって脳
の活性化にもつなが
ります。読書会で脳ト
レ、いかがですか？た
くさんのご参加お待ちしております。

神話の世界へようこそ！

ミステリー☆ヒストリーミステリー☆ヒストリーミステリー☆ヒストリー

日時：３月３０日(火)

 　　午後１時３０分～

場所：生涯学習館

　　 子どもの本のコーナー

富士河口湖町ものがたりフェスティバル2010富士河口湖町ものがたりフェスティバル2010
�～おはなし王国の冒険～�～おはなし王国の冒険～�～おはなし王国の冒険～

３月２０日(土)　午前１０時～午後３時３０分

生涯学習館、子ども未来創造館、中央公民館

マイはし、マイおわん、飲み物、おにぎり

大人２００円/子ども１００円(３歳未満無料)　※材料費含

日 時

場 所

持ち物

参加費

＊生涯学習課窓口にて参加申込みを３月１日から受け付けます。
　その際、参加費と整理チケットを引き換えます。

おまたせしました！ １１月にインフルエンザのため延期になっていたものが
たりフェスティバルの開催が決定しました。ボランティアさんのお楽しみ企画
、絵本作家・杉山亮さん＆川端誠さんのお話など一日思いっきり楽しんじゃい
ましょう☆チケットを持って遊びに来てね！！
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
通
信

〈エッセイ募集〉

～戦中・戦後の記憶をたどって～
〈エッセイ募集〉

～戦中・戦後の記憶をたどって～

「
暗
黒
の
日
々
」小
立
　
　
小
池
　
嘉
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
小
池
様
、
手
記
を
お
寄
せ
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
は
か
ら
ず
も
同
世
代
の
私
、
当
時
の
記
憶
が

鮮
明
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
学
ぶ
ど
こ
ろ
か
、
餓
え

と
恐
怖
に
お
び
え
続
け
た
学
生
時
代
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
生
あ
る
限
り
、
平
和
を
叫
び
続
け
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
十
八
年
頃
よ

り
食
料
増
産
の
為
農

家
の
家
に
手
伝
い
行

っ
た
り
、
お
た
れ
山

の
畑
に
も
ろ
こ
し
の

虫
取
り
に
行
っ
た
り

急
斜
面
で
の
草
刈
り

な
ど
、
慣
れ
な
い
仕

事
で
大
変
で
し
た
。

今
は
忠
霊
等
が
立
つ

て
お
宮
さ
ん
も
立
派
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
戦
争
も
激
し
く
な
り
、
昭
和
十
九
年
に

武
蔵
航
空
へ
学
徒
動
員
と
し
て
行
き
、
丸
尾
の
中
に

建
て
ら
れ
た
工
場
で
家
は
一
軒
も
な
く
松
林
の
、
う

す
暗
い
道
を
下
駄
履
き
で
通
い
ま
し
た
。
工
場
で
は

飛
行
機
の
尾
翼
を
作
っ
て
お
り
ま
し
た
。
余
り
の
大

き
い
音
に
驚
き
、
で
も
一
生
懸
命
で
し
た
。
私
達
は
尾

翼
の
桁
と
言
ふ
所
を
作
っ
て
い
て
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

の
板
を
張
っ
て
行
く
仕
事
で
エ
ヤ
ー
と
、
リ
ベ
ッ
ト

を
打
つ
仕
事
で
し
た
が
、
お
腹
に
力
を
入
れ
、
足
を
ふ

ん
ば
ら
な
け
れ
ば
体
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
で
一
生

懸
命
力
を
入
れ
て
、
リ
ベ
ッ
ト
を
打
ち
ま
し
た
。
館
林

か
ら
指
導
者
が
来
て
、
親
切
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
戦
争
が
段
々
激
し
く
な
り
、
監
戴
機
が
来
る
様
に

な
り
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
待
避
と
言
わ
れ
、
今
は
中

央
道
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
下
に
大
き
な
岩
の
ほ

ら
穴
が
あ
り
、
そ
こ
へ
待
避
し
ま
し
た
。
又
す
ぐ
に
仕

事
が
出
来
る
様
に
と
道
具
を
持
っ
て
待
避
し
、
ほ
ら

穴
の
中
で
は
皆
で
「
勝
利
の
日
ま
で
」
と
云
う
歌
を
喉

が
さ
け
る
ば
か
り
に
歌
い
ま
し
た
。
勝
利
を
信
じ
て
、

怖
さ
も
忘
れ
解
除
に
な
れ
ば
飛
ん
で
帰
り
自
分
の
職

場
に
着
き
、
リ
ベ
ッ
ト
を
打
ち
空
襲
警
報
が
鳴
れ
ば

又
待
避
と
、
一
日
に
何
回
繰
り
返
し
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
庭
に
も
防
空
壕
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。

日
に
日
に
そ
の
数
も
多
く
な
り
防
空
頭
巾
を
深
々
と

か
ぶ
り
家
に
帰
る
時
は
さ
び
し
さ
を
、
間
切
ら
す
た

め
「
予
科
練
」
の
歌
を
大
き
な
声
で
皆
で
歌
い
な
が
ら

帰
り
ま
し
た
。

　
八
月
十
三
日
は
、
と
て
も
天
気
の
い
い
日
で
し
た
。

学
校
で
今
日
は
B
29
が
来
そ
う
だ
か
ら
、
家
で
待
避

し
て
い
る
様
連
絡
が
あ
り
、
父
達
は
愛
馬
の
草
刈
り

に
梨
ヶ
原
へ
行
っ
て
居
ま
し
た
。
十
時
頃
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
B
29
の
轟
音
と
共
に
、
バ
リ
バ
リ
と
燒

夷
弾
の
落
ち
る
音
が
し
、
私
は
母
と
押
入
れ
に
入
り

布
団
を
か
ぶ
っ
て
固
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
大
勢
の
ケ

ガ
人
が
出
た
様
で
す
。
武
蔵
航
空
が
や
ら
れ
た
と
云

う
知
ら
せ
が
入
り
、
農
工
〈
今
の
吉
田
高
校
〉
の
先
生

が
ケ
ガ
を
し
ま
し
た
。
生
徒
に
「
早
く
待
避
し
ろ
、
早

く
待
避
し
ろ
」
と
手
を
振
っ
て
い
る
所
へ
燒
夷
弾
が

落
ち
、
右
手
を
失
く
し
た
と
の
こ
と
、
そ
れ
を
聞
い
た

時
は
皆
で
号
泣
し
ま
し
た
。
で
も
先
生
は
、
が
ん
ば
っ

て
左
手
で
字
を
書
く
様
努
力
し
て
、
ま
た
教
壇
に
復

帰
さ
れ
た
と
の
事
、
責
任
感
の
強
い
先
生
で
し
た
。
　

　
私
達
の
職
場
は
無
事
で
し
た
が
、
前
の
工
場
は
飛

ば
さ
れ
、
見
る
影
も
無
く
索
漠
と
し
て
居
ま
し
た
。
　

　
や
が
て
八
月
十
五
日
終
戦
。
学
校
に
帰
っ
た
ら
廊

下
に
は
、
タ
イ
ヤ
が
積
ま
れ
人
が
通
る
に
や
っ
と
し

か
あ
い
て
い
な
い
、
そ
れ
に
進
駐
軍
が
う
ろ
う
ろ
番

を
し
て
い
る
。
怖
さ
で
体
が
固
ま
る
様
な
思
い
を
し

ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
何
事
も
集
団
で
行
動
を
取
る

様
に
言
わ
れ
教
室
に
も
、
色
々
な
資
材
が
有
り
私
達

は
二
ク
ラ
ス
の
合
同
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
今
ま
で
は
夜
は
電
球
に
黒
い
布
を
か
ぶ
せ
暗

闇
の
生
活
で
し
た
が
、
布
が
は
ず
さ
れ
た
時
の
眩
し

さ
と
喜
び
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
子
供
に
も
孫
達
に
も
こ
の
思
い
は
、
ぜ
っ
た
い
さ

せ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
の
日
が
永
久
に
続
き

ま
す
よ
う
祈
っ
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
で
が
ん
ば
る
は
ね
っ
子

　
雪
ニ
モ
負
ケ
ズ

　
風
ニ
モ
負
ケ
ズ

　
練
習
に
励
む
元
気
っ
子

　
劇
団
は
ね
っ
こ
の
皆
さ
ん
！

　
昨
年
は
「
ハ
ッ
ピ

ー
バ
ー
ス
デ
ィ
」
に

共
演
し
て
く
れ
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
！ 

こ
と
し
は
、
ニ
ッ
セ

イ
財
団
か
ら
舞
台
器

材
を
た
く
さ
ん
戴
い

て
よ
か
っ
た
ね
。
お

め
で
と
う
。

　
二
月
二
十
八
日「
お

披
露
目
会
」
に
は
世

界
で
た
っ
た
一
つ
の

お
花
さ
か
そ
う
ね
。
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「
続
・
本
栖
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
」

　
前
回
に
続
き
本
栖
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
平
安
時
代
の

貞
観
の
大
噴
火
か
ら
戦
国
時
代
の
武
田
氏
の
間
の
記
録
が
と
ぼ
し
く
、
お
伝
え
で

き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
国
境
と
い
う
地
理
的
な
性
格
か
ら
、
警
備
に
つ
い
て
は

か
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
栖
の
城
山
は
青
木
ヶ
原
に
細
長

く
つ
き
出
た
よ
う
な
地
形
を
利
用
し
た
自
然
の
砦
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
山
城

で
し
た
。
あ
た
り
の
景
色
を
一
望
で
き
る
た
め
武
田
氏
の
時
代
に
は
烽
火
台
か
ら

煙
を
上
げ
て
国
中
地
方
へ
情
報
を
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
山
裾
に
は

石
塁
と
呼
ば
れ
る
石
積
み
が
あ
り
、
獣
除
け
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
敵
の
侵
攻

を
止
め
る
よ
う
な
つ
く
り
も
み
ら
れ
、
防
衛
と
い
う
点
で
は
か
な
り
効
果
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
の
か
正
確
な
事
は
分
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
言
い
伝
え
で
は
武
田
信
玄
の
頃
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
辺
り
か
ら
国
中
地
方
へ
は
険
し
い
山
道
を
通
る
の
で
、
地
の
利
を
活
か
し

て
宿
場
や
伝
馬
宿
を
構
え
て
駄
賃
か
せ
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に

駿
河
（
静
岡
）
か
ら
甲
斐
（
山
梨
）
を
結
ぶ
中
道
往
還
が
通
り
中
継
地
と
し
て
関
所
も

あ
り
、
門
限
は
非
常
に
厳
し
く
親
の
死
に
目
に
も
会
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
他
の
収
入
と
し
て
米
が
全
く
と
れ
ず
、
耕
作
面
積
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ゲ
タ
や

道
具
の
杖
、
炭
な
ど
の
木
工
製
品
を
売
り
年
貢
を
納
め
て
い
ま
し
た
。
年
貢
の
代
納

方
法
に
「
一
色
別
納
」
と
い
う
呼
び
方
が
あ
り
、
そ
れ
が
九
郷
集
ま
っ
て
「
九
一

色
郷
」
と
い
う
説
と
、
木
工
製
品
の
「
工
一
色
」
か
ら
「
九
一
色
」
に
な
っ
た
と
い
う

二
説
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
武
田
勝
頼
の
時
代
の
諸
商
売
役
免
許
状
（
天

正
五
年
・
西
暦
一
五
七
七
年
）
に
は
、
高
萩
、
三

張
、
芦
川
、
梯
、
古
関
、
鶯
宿
、
精
進
、
本
栖
、
西
湖

（
西
海
）
の
順
で
九
一
色
郷
と
し
て
の
記
述
が

あ
り
、
こ
の
時
代
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
諸
商
売
役
免
許
と
い
う
の
は
年
貢
以
外
の

商
売
や
諸
役
所
関
税
等
の
免
税
を
さ
す
言
葉

で
、
関
所
を
通
る
際
に
払
う
関
銭
（
通
行
税
）
も

含
む
特
権
で
す
。
ど
う
し
て
こ
の
地
域
の
人
達

に
こ
の
様
な
特
権
が
与
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。「
甲
斐
国
九
一
色
郷
由
緒
之
事
」
に
よ
れ

ば
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
正
月
に
久
島
弥
太

郎
と
い
う
人
が
九
一
色
郷
で
謀
反
を
起
こ
し

た
の
を
高
萩
村
の
内
藤
備
前
守
を
頭
に
九
一
色
衆
を
集
め
て
討
伐
に
向
い
、
討
ち

取
っ
た
褒
美
と
し
て
発
給
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
久
島
弥
太
郎
と
い
う
人
物
は
か

な
り
の
実
力
者
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
時
代
が
流
れ
武
田
が
ほ
ろ
ぶ
頃
、
本
栖
の
渡
辺
囚
獄
佑
が
北
条
氏
側
の
誘
い
を

断
わ
り
徳
川
家
康
の
味
方
を
し
、
甲
斐
入
国
の
折
に
は
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
こ
の
制
度
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
時
期
代

官
の
仕
打
ち
で
中
断
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
幕
末
ま
で
こ
の
恩
恵
を
受
け
た

そ
う
で
す
。
天
下
御
免
の
御
朱
印
の
鑑
札
を
か
か
げ
全
国
各
地
で
商
売
を
行
な
う

九
一
色
商
人
の
数
は
五
百
人
ほ
ど
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
そ
の
も
の
が

世
の
中
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
特
権
の
た
め
、
し
ば
し
ば
争
い
事
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
九
一
色
郷
の
人
達
に
は
、
こ
の
莫
大
な
利
益
と
引
き
か
え
に
関

所
の
警
備
や
富
士
山
の
木
の
切
り
出
し
な
ど
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
明
治
に
入
り
特
権
の
廃
止
や
関
所
の
廃
止
に
よ
っ
て
人
の
往
来
が
自
由
に
な
り
、

伝
馬
宿
な
ど
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
混
乱
の
中
大
正
時
代
に
移
り
地
元
で
し

い
た
け
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
し
い
た
け
栽
培
を
す
る
人
が
現
わ
れ
、

県
で
も
栽
培
講
習
会
を
開
い
て
後
押
し
し
た
た
め
、
徐
々
に
生
産
が
伸
び
て
い
き

ま
し
た
。同
じ
頃
赤
痢
が
大
流
行（
大
正
三
年
）し
て
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。こ
の
後
、

県
有
林
の
伐
採
や
下
草
刈
り
の
仕
事
も
入
り
な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
来
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
皇
族
や
外
国
人
の
来
賓
が
精
進
を
訪
れ
る
計
画
が
も

ち
上
が
り
、
電
話
が
精
進
へ
通
じ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
努
力
も
あ
り
そ
の
後
本
栖

ま
で
延
長
さ
れ
、
湖
畔
の
旅
館
に
取
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二

三
）
の
年
末
に
は
電
灯
が
と
も
り
文
明
開
化
の
足
音
は
意
外
と
早
く
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
勢
い
は
続
き
、
昭
和
の
初
め
に
は
外
国
の
来
賓
が
車
で
訪
れ
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
車
に
村
人
は
ど
ん
な
に
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
景
気
が
悪

い
中
、
昭
和
四
年
に
は
水
道
事
業
を
完
成
さ
せ
、
村
人
の
自
慢
の
種
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
は
湖
に
増
産
の
た
め
、
ヒ
メ
マ
ス
の
放
流

が
始
め
ら
れ
、
成
果
は
戦
後
の
観
光
ブ
ー
ム
に
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
に
は
戦
争
の
影
響
で
炭
が
統
制
品
と
な
り
、
配
給
所
は
あ
り
ま
し
た

が
ヤ
ミ
炭
の
逸
話
も
あ
り
、
悲
し
い
時
代
の
話
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
は
高

度
経
済
成
長
に
伴
い
観
光
ブ
ー
ム
が
お
こ
り
、
観
光
客
を
対
象
と
し
た
商
店
が
増

え
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
年
間
で
七
十
四
万
人
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

　
平
成
に
な
り
観
光
客
が
伸
び
悩
み
、
商
店
が
減
少
す
る
な
ど
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
混
乱
の
中
で
も
時
代
を
読
む
先
見
性
の
高
さ
か
ら
、
次

の
一
手
が
産
ま
れ
て
く
る
不
思
議
な
力
で
守
ら
れ
て
き
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
区
に
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
堂
好
也
）

じ
ょ
う
か
ん

じ
ょ
う
や
ま

と
り
で

で
ん 

 
 
 

ま 
 
 

し
ゅ
く

つ
え

し
ょ
し
ょ
う

ば
い
　
や
く
　
め
ん
　き
ょ
じ
ょ
う

た
か 

 

は
ぎ

さ
ん

ち
ょ
う

あ
し
　
が
わ

か
け
は
し

ふ
る
　
せ
き

お
お
　し
ゅ
く

し
ょ
う
　
じ

も
と
　
　す

さ
い
　
こ

に
し
の
う
み

か
　
　
い
　
　こ
く
　
　
く
　

い
　

し
き
　
ご
う
　
ゆ
い
　
し
ょ
　
　の
　

こ
と

む
　

ほ
ん

な
い
　
と
う
　

び
　　
ぜ
ん
の
か
み

ひ
と
　
や
の
　
す
け

せ
き
　

り

ら
い
　
ひ
ん

す
る
　
が

な
か 

 
 

み
ち 

 
 

お
う 

 

か
ん

本栖の城山のろし台
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報
富
士
河
口
湖
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第
28
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

船
津
財
産
区
業
務
員
募
集

平
成
22
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

(

財)

富
士
桜
育
英
会

　
　
第
24
回
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募

集

■
内
　
容
　
基
本
ソ
フ
ト
の
操
作
方
法
　W

i
n
d
o
w
s
7

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4-

43-

8
9
1
2 

　
【
在
職
者
訓
練
】
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
ワ
ー
ド
（
基
礎
）
＝

■
日
　
程
　
５
月
10
日
～
計
６
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
ワ
ー
ド
（
応
用
）
＝

■
日
　
程
　
５
月
20
日
～
計
６
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
接
遇
・
応
対
の
た
め
の
中
国
語
＝

■
日
　
程
　
５
月
11
日
～
計
９
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
15
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

℡
０
５
５
３
‐
32
‐
５
２
０
２

　
経
済
的
理
由
で
、
高
等
学
校
に
就
学
困
難
な
学
生
に
対

し
て
奨
学
金
を
援
助
し
ま
す
。

■
奨
学
金
　
毎
月
７
万
円
×
３
年
間
（
返
済
不
要
）

■
対
　
象
　
学
校
長
に
よ
る
推
薦
者
の
中
か
ら
、
財
団
の

　
　
　
　
　
選
考
委
員
会
で
３
～
６
人
を
決
定

■
申
込
み
　
高
等
学
校
入
学
後
、
５
月
末
ま
で
に
学
校
へ

　
　
　
　
　
申
し
込
み
、学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と
。

※
奨
学
金
賛
助
会
員
募
集

　
富
士
桜
育
英
会
は
、
富
士
北
麓
地
域
の
有
志
の
皆
さ
ん

　
の
善
意
の
持
ち
寄
り
金
（
賛
助
会
費
）
に
よ
り
昭
和
62

　
年
に
発
足
し
現
在
ま
で
に
1
9
6
人
も
の
卒
業
生
を

　
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
苦
学
生
を
援

　
　
　
　
　
の
あ
る
教
育
課
程
で
、
３
年
間
で
高
校
卒
業

　
　
　
　
　
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
対
　
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
。
又
は
22
年
３
月
卒

　
　
　
　
　
業
見
込
み
の
方
。
高
校
中
退
者
他
。

■
申
込
方
法
　
出
願
受
付
順
に
書
類
選
考
と
面
接
を
行

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
４
月
20
日
ま
で
（
必
着
）

■
案
内
書
請
求
　
0
1
2
0
‐
06
‐
8
8
8
1

●
問
合
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
℡
0
4
2
‐
5
7
2
‐
3
1
5
1

　
　
　
　
　
　
　 
F
A
X

0
4
2
‐
5
7
4
‐
1
0
0
6 

 
 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
n
-
g
a
k
u
.
j
p

～
普
通
課
程
訓
練
生
募
集
～

■
職
　
種
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
・
左
官
科
・

　
　
　
　
　
建
築
塗
装
科

■
期
　
間
　
各
科
と
も
２
年
間

　
　
　
　
　
夜
間
訓
練
及
び
土
日
の
指
定
す
る
日

■
受
講
料
　
月
３
千
円
（
会
員
）
、
５
千
円
（
会
員
外
）

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
℡
22-

５
２
１
４

【
在
職
者
訓
練
】
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
造
園
（
松
の
芽
摘
み
と
庭
木
の
手
入
れ
）
＝

■
日
　
程
　
５
月
20
、21
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
＝

■
日
　
程
　
５
月
24
日
～
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
内
　
容
　
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
接
点
）
の
各
種
回

　
　
　
　
　
路
の
配
線
と
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
設
計

＝
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
＝

■
日
　
程
　
５
月
27
日
～
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

　
船
津
財
産
区
で
は
三
ノ
段
・
天
上
山
等
の
区
有
地
を
管

理
す
る
業
務
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履

歴
書
と
健
康
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
等
（
町
で
行
う
健
康

診
断
の
結
果
表
で
も
可
）
を
持
参
し
、
町
役
場
２
階
総
務

課
船
津
財
産
区
事
務
局
へ
３
月
16
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
採
用
可
否
の
連
絡
は
管
理
会
で
の
選
考

後
と
な
り
ま
す
。

■
住
所
要
件
　
船
津
地
区
在
住
の
方

■
業
務
内
容
　
区
有
地
内
の
伐
採
・
下
刈
り
・
清
掃
等

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
勤
務
場
所
　
天
上
山
・
三
ノ
段
他
船
津
財
産
区
有
地

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時
　

　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
雇
用

●
問
合
先
　
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
２

■
日
　
時
　
４
月
12
日
（
月
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
万
円
（
税
・
カ
ー
ト
代
・
諸
経
費
含
む
）

　
※
但
し
、
２
Ｂ
（
バ
ッ
ク
）
は
追
加
料
金
　
２
１
０
０
円

　
　
　
　 

３
Ｂ
（
バ
ッ
ク
）
は
追
加
料
金
　
　
５
２
５
円

■
特
　
典
　
昼
食
付

■
申
込
期
間
　
３
月
８
日
～
４
月
５
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
＊
申
込
み
用
紙
あ
り（
既
定
組
数
で
締
切
）

●
問
合
先
　
役
場
２
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
２

■
募
集
名
称
　
広
域
通
信
・
単
位
制
高
等
学
校
普
通
科

■
概
　
要
　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た
特
色



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

in 

河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場

あ
な
た
の
趣
味
や
特
技
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

引
越
し
を
ご
検
討
の
皆
さ
ま
へ

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会
の
お
さ
そ
い

富
士
山
麓
の
大
自
然
・
そ
の
一
瞬
を
切
り
取
る

　
見
積
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
見
積
り
は
無
料
で
す
が
、
運
送
事
業
者
が
下
見
を
し
た

　
場
合
は
、
利
用
者
と
の
合
意
の
上
で
料
金
が
か
か
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

○
現
金
、
宝
石
貴
金
属
、
預
金
通
帳
な
ど
の
貴
重
品
類
は

　
利
用
者
が
携
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、

　
自
分
で
運
ぶ
こ
と
が
困
難
な
場
合
や
、
引
越
運
送
約
款

　
上
、
依
頼
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
見
積
り

　
時
に
運
送
事
業
者
と
相
談
し
て
万
全
を
期
し
ま
し
ょ

　
う
。

○
荷
物
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
梱

　
包
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
壊
れ
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
、
液

　
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
等
の
電
子
機
器
の
取
り
扱
い
は

　
運
送
事
業
者
と
し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

○
エ
ア
コ
ン
等
の
取
り
外
し
・
不
用
品
の
処
分
な
ど
付
帯

　
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
料
金
等

　
に
つ
い
て
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣

　
類
乾
燥
機
」
の
家
電
製
品
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

　
づ
い
て
処
分
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
越
事

　
業
者
で
は
な
く
、
専
門
の
業
者
に
処
分
の
依
頼
を
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

○
見
積
も
り
以
降
に
荷
物
が
増
え
る
と
、
運
送
事
業
者
の

　
作
業
時
間
遅
延
に
つ
な
が
り
ま
す
。
変
更
は
生
じ
た
場

　
合
は
、
速
や
か
に
事
業
者
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

○
引
越
終
了
後
は
、
必
ず
・
速
や
か
に
・
詳
し
く
、
荷
物
を

　
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
運
送
事
業
者
の
責
任
は
荷
物

　
を
引
き
渡
し
た
日
か
ら
３
ヶ
月
以
内
で
す
。

◆
相
談
窓
口
◆

　
（
社
）
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
　
運
送
相
談
本
部
　

　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
6
2-

５
５
６
１

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
３
５-

８
４
５
５

　
○
関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
６
１-

０
８
８
０

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
出

来
る
頭
と
体
の
体
操
」
で
す
。

【
ビ
キ
ナ
ー
講
習
会
】

■
日
　
時
　
４
月
１
日(

木)

～
　
４
ヶ
月
間

　
　
　
　
　
毎
週(

木
曜
日)

午
後
７
時
30
分
～
10
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
費
　
用
　
会
費
は
１
ヶ
月
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
但
し
２
回
ま
で
は
無
料
体
験

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

■
日
　
程
　
４
月
３
日(

土)

～
　

　
　
　
　
　
月
３
回
土
曜
日
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
林
公
民
館
（
小
立
）

■
費
　
用
　
会
費
は
無
料

●
問
合
せ
　
河
口
湖
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
君
江
　
℡
73
‐
２
６
０
２

　
清
水
国
明
の
森
と
湖
の
楽
園
で
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
料

理
教
室
、
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
等
、
河
口
湖
に
遊
び
に
来
た

方
々
に
、
あ
な
た
の
特
技
を
発
表
・
披
露
し
ま
せ
ん
か
？

町
内
に
お
住
ま
い
で
特
技
を
お
持
ち
の
方
を
募
集
し
ま

す
。
　
た
と
え
ば
、竹
細
工
、木
工
ク
ラ
フ
ト
、ほ
う
と
う
作
り
、

う
ど
ん
打
ち
、
蕎
麦
打
ち
、
パ
ン
作
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
な
ど
、
お
客
様
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

●
問
合
先
　
清
水
国
明
の
森
と
湖
の
楽
園

　
　
　
　
　
　
℡
73
‐
４
１
１
６
　
担
当
　
中
西
・
田
中

【
引
越
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
引
越
の
準
備
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
入
念
に
準
備

　
す
る
こ
と
で
、
移
転
先
で
の
新
生
活
を
快
適
に
ス
タ
ー

　
ト
で
き
ま
す
。

○
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
、
”見
積
り
“
は
非
常
に
重

　
要
で
す
。（
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
正
確
な

　
助
で
き
る
よ
う
、賛
助
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　(

財)

富
士
桜
育
英
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
24-

２
３
３
１

　
富
士
河
口
湖
町
在
住
の
自
然
動
物
写
真
家
外
川
英
樹

氏
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
と
富
士
山

を
取
り
巻
く
素
晴
ら
し
い
大
自
然
を
自
然
生
態
写
真
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
写
真
展
　
３
月
21
日
ま
で
（
月
曜
日
休
館
）

　
　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
３
月
７
日

■
場
　
所
　
中
央
市
立
田
富
図
書
館

■
入
館
料
　
無
　
料

●
問
合
先
　
田
富
図
書
館
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
7
4-

3
3
1
1
　

　
～
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集
～

　
河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場
で
行
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
町
内
の
皆
様
の
出
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
21
日
（
日
）
、22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場
　
園
内
芝
生
広
場

■
募
　
集
　
30
ブ
ー
ス
（
２
ｍ
×
３
ｍ
）
出
店
料
な
し

　
　
　
　
　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
開
催
両
日
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
み
の
ご
利
用
も

　
大
歓
迎
で
す
。
掘
り
出
し
物
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
問
合
先
　
河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場
　
℡
76
‐
８
８
５
５

　
ダ
ン
ス
と
い
う
よ
り
ゲ
ー
ム
、
ゲ
ー
ム
と
い
う
よ
り
ド

ラ
マ
。一
度
試
し
た
ら
病
み
つ
き
に
な
り
そ
う
な
ス
リ
ル
。

そ
し
て
興
奮
。
ダ
ン
サ
ー
と
コ
ー
ラ
ー
（
号
令
を
か
け
る

人
）
が
織
り
な
す
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
。
そ
ん
な
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
を
皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
キ
ャ



広
報
富
士
河
口
湖
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

『早春のカタチ展』

毎月１８日は「お香の日」工芸７号館企画展

１月広報誌で「いやしの里料金変更」についてお知らせしましたが、正式に決定していないものを掲載してしまいま

した。お詫び申しあげます。正式に決定されましたら改めてお知らせさせていただきます。

【お詫びと訂正】

工芸７号館では、山梨県在住の優れた工芸家さんの作品展を開

催しています。今月は北杜市在住の斎藤ゆう・美樹ご夫妻によ

る『ガラスと金工』展。ぜひご覧下さい。 〈３月２２日(月)まで〉

「陶芸と香の館」では、毎月１８日「お香の日」として沈香の香木
をたきます。３月１８日は六国(國)列香の『真南賀(まなか)』をた
きます。本当の良質の香を体験しませんか？

　※六国列香(りっこくれっこう)とは、香木の産地によって１６世
　　紀頃分類を試みたもので、『真南賀』とはマレーシアのこと
　　です。
●問合先「陶芸と香の館」　０９０-９３０８-１０１７

自生コウゾで和紙を作りましょう！

草木染体験教室が行われました！

いやしの里根場の職員を募集します！

いやしの里に自生しているコウゾを使い、丸１日かけて本格的
な和紙作りを体験してみましょう！
「コウゾの刈り取り」→「皮剥ぎ」→「奢熟」→「打解」→「紙漉
き」。紙作りの方法が学べます！

期間；３月１５日（月）～４月３０日（金）

会場；土の館　富士炉漫窯

時間；約１時間

料金；町民特別価格 ２，０００円

予約・問合せ；土の館　まえだ

　　　０８０(５０２４)５７３５

陶器の「ふくろうカブト」を作りましょう！
端午の節句に向けて、陶器の「ふくろうカブト」を作ってみ
ましょう！粘土で製作していただきますが、乾燥・素焼き・
本焼き後、約１ヶ月でお送りします。（着払い）

期間：３月２０日（土）午前９時～午後４時

会場：紙の館

料金：５，０００円

定員：５名

予約・問合せ:紙の館　みやもと

　　  ０９０(３３４２)３８１５

　２月１０日（木）、西湖いやしの里根場くつろぎの館にて、大石紬と布の館主催の「草木染体験教室」が行われ、シルクのスカーフに

大石地区で栽培された茜草で、オリジナルスカーフを染めあげました。

　参加者の皆さんから「春らしいやさしい色だからすぐ使えるね」「今度は秋バージョンの色を染めたいね」「ヨモギで染めてみた

いね」「紬を着た時に帯びあげとして使えるね」など嬉しい感想をいただき、家でも染めてみたいと、残った染液を持ち帰った方も

いました。

　河口湖北岸の大石紬伝統工芸館では、お好きな色を選んで染めることができますので、興味のある方はお問合せ下さい。

　　　　　　　＊西湖いやしの里根場・大石紬と布の館　℡（２５）６１３１　＊大石紬伝統工芸館　℡（７６）７９０１

その1：西湖いやしの里・根場では、訪れていただいた観光客の皆さんに、地域ならではの食べ物を味わっていただき喜んでもらお

　　　 うと、特産品開発委員会を立ち上げます。農産物や林産物などの食に興味のある方で協力していただける方。

その2：西湖いやしの里根場では、根場地区などでも盛んに行われていた炭焼きや養蚕をいやしの里で再現しようと、炭焼き小屋の

　　　建設と桑畑や畑の造成を行っています。この炭焼きや養蚕の作業に協力・参画していただける方。

　西湖いやしの里根場では、今年の４月からのリニューアルオープンに伴い、フルタイム及びパート職員を募集します。希望される方

は、３月１５日（月）までに町役場観光課へ職員募集申込書と履歴書の提出をお願いします。

皆、真剣に作業中 どんな出来栄えか楽しみです 大石紬伝統工芸館では色が選べます

富士河口湖町在住か仕事などで町と関わりのある方、

西湖いやしの里根場業務全般

（接客、販売、案内、里内整備、経理、営業、企画など）

町役場嘱託職員及び臨時職員に準ずる

町役場観光課いやしの里係　中村　℡７２－３１６８

募集要件

職務内容

勤務条件

問合せ先

※書類選考後、面接を行い採用決定し、４月１日から勤務していただきます。

※職員募集申込書は、観光課窓口に用意してあります。希望者にはFAXなどで送付します。

「西湖いやしの里　根場」での新しい挑戦！に協力していただける方を求めます！

■連絡・問合せ・申込先　西湖いやしの里根場：２０－４６７７

しゃじく


